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(57)【 特許 請求 の 範囲 】 
【 請求 項 1 】 
第 1 の 表面 シー ト ( 2 02 ) と 、 
装甲 材料 の タイ ル ( 2 1 0 ) を 受け る よう に 成形 され 、 前 記 第 1 の 表面 シー ト ( 2 0 2 
) か ら 延 在 し 、 前 記 第 1 の 表面 シー ト ( 2 02 ) に 隣接 する 第 1 の エッ ジ (106 ) と 、 
OV ORNAO ALD DN SAI ACY MI OTIS 4.0. 65 
) か ら 第 2 の エッ ジ ( 1 0 8 ) へ と 延 在 す る 側壁 と 、 前 記 第 2 の エッ ジ (108 ) か ら 実 
質 的 に 垂直 に フレ キシ ブル に 延 在 する フラ ンジ を 具備 し 、 前 記 第 1 の 表面 シー ト ( 2 0 2 
) の 1 つの 領域 を 囲ん で いる プレ フォ ー ム (100) と 、 
予め 定め られ た 形状 を 有 し 、 前 記 タ イル ( 2 1 0 ) の 少な く と も 一 部 が 前 記 第 1 の 表面 10 
シー ト (202 ) と 前 記 フ ラン ジ (112) の 間 に あ る よう に 前 記 プ レフ ォ ー ム (1 0 0 
) 内 に 位置 され る 装甲 材料 の タイ ル ( 2 1 0 ) で あっ て 、 前 記 タ イル (210 ) の 少な く 
と も 一 部 が 前 記 フ ラン ジ ( 1 1 2 ) に カバ ー さ れ て いる 、 タ イル ( 21 0 ) と 、 
前 記 第 1 の 表面 シー ト ( 2 0 2 ) と 反対 側 で 前 記 プ レフ ォ ー ム と 前 記 タ イル (2 1 0 ) 
を カバ ー す る 第 2 の 表面 シー ト ( 3 0 0 ) と を 具備 し て いる 装甲 シス テム 。 
【 請求 項 2 】 
前 記 第 1 の エッ ジ ( 1 0 6 ) は 前 記 第 1 の 表面 シー ト ( 2 02 ) と 一 体 的 に 形成 され る 
請求 項 1 記載 の シス テム 。 
【 請求 項 3 】 
前 記 第 2 の 表面 シー ト ( 30 0 ) は 前 記 フ ラン ジ ( 1 1 2 ) を 使用 し て 前 記 プ レフ ォ ー 20 
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ム ( 1 0 0 ) に 縫合 され て いる 請求 項 1 また は 2 記載 の シス テム 。 
【 請求 項 4 】 

前 記 フ ラン ジ ( 1 1 2 ) は 第 1 お よび 第 2 の 先端 部 を 具備 し 、 前 記 フ ラン ジ ( 1 1 2 ) 
の 前 記 先 端 部 は 互い に 反対 方 向 に 延 在 し て いる 請求 項 1 な いし 3 の いずれ か 一 項 記 載 の シ 
ステ デム 。 
【 請求 項 5 】 
前 記 シ ステ ム は さら に タイ ル ( 2 1 0 ) 、 プ レフ ォ ー ム (1 0 0 ) 、 第 1 の 表面 シー ト 
2 02 ) 、 第 2 の 表面 シー ト ( 3 0 0 ) 内 また は その 間 の 空隙 に 注入 され て いる 樹脂 を 
有する 請求 項 1 な いし 4 いずれ か 一 項 記 載 の シス テム 。 
請求 項 6 】 
耐 衝撃 装甲 積層 体 を 形成 する 方 法 に お いて 、 
第 1 の 表面 シー ト ( 2 0 2 ) を 提供 し 、 
第 1 の 表面 シー ト ( 2 0 2 ) と 一 体 の プレ フォ ー ム を 形成 する か また は 成形 され た プレ 
フォ ー ム ( 1 0 0 ) を 第 1 の 表面 シー ト ( 2 0 2 ) に 結合 する か の 少な く と も 一 方 の 処理 
を 行い 、 プ レフ ォ ー ム ( 1 0 0 ) は 第 1 の 表面 シー ト ( 2 0 2 ) の 表面 か ら 未 端 エ ッ ジ ( 
1 0 8 ) まで 延 在 し 、 プ レフ ォ ー ム (1 00 ) は 該 表 面 の 1 つの 領域 を 囲ん で お り 、 

プレ フォ ー ム ( 1 0 0 ) に より 囲ま れる 領域 内 に 装甲 材料 の タイ ル ( 2 1 0 ) を 配置 し 


~~ 


テー 


『 


プレ フォ ー ム (100) の 末端 エッ ジ (108) から フラ ンジ ( 112) を 形成 し 、 フ 
ラン ジ ( 1 1 2 ) の 先端 部 の 少な く と も 一 部 は 実質 的 に 表面 に 平行 に 延 在 し て タイ ル ( 2 
1 ) の 少な く と も 一 部 を カバ ー し 、 

プレ フォ ー ム (100) と タイ ル ( 210) が 第 1 お よび 第 2 の 表面 シー ト (202, 
30 0 ) 間 に 挟 まれ る よう に 第 2 の 表面 シー ト ( 3 0 0 ) を フラ ンジ (1 1 2 ) へ 結合 す 
る ステ ッ プ を 含ん で いる 方 法 。 
【 請求 項 7 】 

さら に 、 プ レフ ォ ー ム (1 0 0 ) を 装甲 材料 の タイ ル ( 2 1 0 ) の 予め 定め られ た 寸法 
と 形状 に 対し て 相補 的 な 寸法 お よび 形状 に 成形 する ステ ッ プ を 含ん で いる 請求 項 6 記載 の 
方 法 。 
【 請求 項 8 】 

ビー クル ( 6 00) の 車体 (602) と 、 

車体 (602) の 少な く と も 一 部 を カバ ー す る 請求 項 1 に 記載 の 装甲 シス テム と 、 を 具 
備 す る 装甲 ビー クル 。 

【 発明 の 詳細 な 説明 】 
【 技術 分 野 】 
【0001】 

本 発明 は 複合 装甲 積層 の 実施 形態 を 開示 し て お り 、 特 に 複合 装甲 積層 の 製造 方 法 お よび 
シス テム に 関す る 。 
【 背景 技術 】 
[0002)】 

本 発明 は 陸軍 に より 授与 され た 契約 番号 W911NF- 05- 2- 0025 で 政府 の 支援 に より 得 ら れ た 
も の で あり 、 政 府 は 本 発明 に お いて 権利 を 有する 。 

[0003)】 

少な く と も 幾つ か の 既知 の 装甲 シス テム は 複合 シー ト 材料 の よう な 支持 構造 中 に 含ま れ 
て いる 高密 度 の セラ ミッ クタ イル を 含ん で いる 。 こ の セラ ミッ ク の タイ ル は 弾道 ミサ イル 
を 受け る た め に 支持 構造 内 に 位置 され 、 実 質 的 に ミサ イル が 装甲 シス テム を 貫通 し て ビー 
クル の キャ ビン に 到達 する こと を 阻止 し て いる 。 街 突 期間 中 に 、1 以上 の タイ ル は ミサ イ 
ル に よっ て 直接 衝撃 を 受け る 可能 性 が あり 、 ミ サイ ル に より 直接 衝撃 を 受け な い 他 の 隣接 
する タイ ル は 衝撃 力 を 隣接 する タイ ル へ 分 散 さ せる こと が で きる 。 タ イル 間 に 位 置 さ れ て 
いる 複合 スペ ー サ は ミサ イル に より 直接 衝撃 を 受け た タイ ル に 加え られ た 力 の 少な く と も 
一 部 を 吸収 する こと に よっ て 隣接 する タイ ル に 対す る 損傷 量 を 限定 する こと が で きる 。 装 


10 


20 


30 


40 


50 


( 3) JP 5319997 B2 2013.10.16 


甲 シ ステ ム の 組立 て 中 に 、 複 合 ス ペー サ は 装甲 シス テム コン ポー ネン ト の レイ アワ ウト 期間 
中 に 手 作 業 で タイ ル 間 に 配置 され る 。 こ の プロ セス に は 時 間 と 、 面 倒 な 手 作 業 の 労働 が 必 
要 で ある 。 

【 発明 の 開示 】 

【 発明 の 要約 】 

【0004】 

1 実施 形態 で は 、 装 甲 シ ステ ム は 第 1 の 表面 シー ト と 、 第 1 の 表面 シー ト か ら 延 在 す る 
成形 され た プレ フォ ー ム を 含ん で いる 。 こ の プレ フォ ー ム は 第 1 の 表面 シー ト に 隣接 する 
第 1 の エッ ジ と 、 人 側壁 と を 含ん で お り 、 こ の 側壁 は 第 1 の エッ ジ か ら 側 壁 に 対し て 実質 的 
に 垂直 に 延 在 する フラ ンジ まで 延 在 する 。 プ レフ ォ ー ム は 第 a NO 
を 囲ん で いる 。 シ ステ ム は また プレ フォ ー ム に より 囲ま れ て いる 領域 内 に 適合 する よう に 
相補 的 に 成形 され た 装甲 材料 の タイ ル を 含ん で いる 。 0 
部 が 第 1 の 表面 シー ト と フラ ンジ の 間 に あ る よう に プレ フォ ー ム 内 に 位置 され る 。 シ ステ 
ム は 第 1 の 表面 シー ト と は 反対 側 の プレ フォ ー ム と タイ ル の 表面 を カバ ー す る 第 2 の 表面 
シー ト を 含ん で いる 。 

[0005)】 

別 の 実施 形態 で は 、 面 衝撃 装甲 積層 を 形成 する 方 法 は 、 第 1 の 表面 シー ト を 設け 、 第 1 
の 表面 シー ト と 一 体 に 形成 され る か 、 ま た は 成形 され た プレ フォ ー ム を 第 1 の 表面 シー ト 
に 結合 する か の 少な く と も 一 方 を 行う ステ ッ プ を 含ん で お り 、 プ レフ ォ ー ム は 第 1 の 表面 
シー ト の 表面 か ら 未 端 エ ッ ジ まで 延 在 し 、 プ レフ ォ ー ム は 第 1 の 表面 の 1 つの 領域 を 囲ん 
で いる 。 方 法 は プレ フォ ー ム に より 囲ま れる 領域 内 に 装甲 材料 の タイ ル を 配置 し 、 プ レフ 
オォ オーム の 未 端 エッ ジ か ら フ ラン ジ を 形成 する ステ ッ プ も 含み 、 フ ラン ジ の 先端 の 少な く と 
も 一 部 は 実質 的 に 表面 に 平行 に 延 在 し て 、 少 な く と も タイ ル の 一 部 を 被覆 し て いる 。 さ ら 
に 方 法 は プレ フォ ー ム と タイ ル が 第 1 お よび 第 2 の 表面 シー ト 間 に 挟 まれ る よう に 第 2 の 
表面 シー ト を フラ ンジ へ 結合 する ステ ッ プ を 含ん で いる 。 

の 

こ 別 の 実施 形態 で は 、 装 甲 ビ ー ク ル は ビー クル の 車体 と 、 車 体 の 少な く と も 一 部 を 
の 1 シス テム と を 含ん で いる 。 装甲 シ ステ ム は 互い に 平行 に 配向 され て いる 複 
数 の 表面 シー ト と 、 複 数 の 表面 シー ト の 第 1 の 表面 か ら 複 数 の 表面 シー ト の 隣接 する 第 2 
の 表面 まで 延 在 す る 成形 され た プレ フォ ー ム と を 含み 、 そ の プレ フォ ー ム は 第 1 お よび 第 
2 の 表面 シー ト を 接合 し て いる 。 ビ ー ク ル は また 第 1 お よび 第 2 の シー ト と プレ フォ ー ム 
と の 間 に 挟 まれ た 装甲 材料 の 複数 の タイ ル を 含ん で いる 。 
【 発明 を 実施 する た め の 最 良 の 形態 】 
【0007】 

以下 の 詳細 な 説明 は 発明 の 限定 の た めで は な く 例 示 と し て 示さ れ て いる 。 説明 は 明白 に 
当 業 者 が こ の 開示 を 実行 し 使用 する こと を 可能 に し 、 こ の 開示 を 実行 する 最良 の 方 法 で あ 
る と 現在 考え られ て いる も の を 含む この 開示 の 幾つ か の 実施 形態 、 適 合 、 変 形 、 代 替 、 使 
HH を 説明 し て いる 。 こ の 開示 は 好ま し い 実 施 形態 、 即 ち 複 合 装甲 積層 体 を 形成 する プロ セ 
ス に 適用 され る も の と し て 説明 され て いる 。 し か し な が ら 、 こ の 開示 は これ まで 組立 て に 
NS NN RC REE 


を 形成 する よう に 材料 が 接合 され る こと が で きる コン ポー ネン ト お よび アセ ン ブ リ の 製造 
に 対す る 一 般 的 な 応用 を 有する も の と 考え られ る 。 
【0008】 


図 1 は 本 発明 の 1 実施 形態 に よる 例示 的 な プレ フォ ー ム 100 の 斜視 図 で ある 。 プ レフ ォ 
ー ム 100 は 複数 の 異な る 形状 に 構成 可能 な 側壁 102 を 含ん で いる 。 プ レフ ォ ー ム 100 は 図 1 

で は 六角 形 で 示さ れ て いる が 、 人 任意 の 形状 また は 無 定形 の 外形 が 考慮 され る 。 プ レフ ォ ー 
ム 100 は セル 104 が プレ フォ ー ム 100 に より 囲ま れる よう に 閉じ た 形状 で 形成 され る 。 プレ 
フォ ー ム 100 は 単 一 の セル 104 を 含ん で も よく 、 ま た は 複数 の セル を 含ん で も よい 。 例 示 的 
な 実施 形態 で は 、 セ ル 104 は そこ で 受け られ る よう に 装甲 材料 の タイ ル の 予め 定め られ た 
寸法 お よび 形状 に 対し て 相補 的 な 寸法 に され 成形 され る 。1 実施 形態 で は 、 プ レフ ォ ー ム 
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100 は 所 望 の 形状 で 材料 の ウェ ブ か ら 形 成 さ れる 。 他 の 実施 形態 で は 、 プ レフ ォ ー ム 100 は 
所 望 の 形状 を 有する 型 ま た は マン ドレ ル ( 図示 せ ず ) を 通し て 巻 か れ た 連続 的 な 複合 ファ 
イ バ か ら 形 成 さ れる 。 セル の 各 レ グ を 連通 され る 連続 的 な 複合 ファ イ バ の 通過 また は 巻き 
数 は プレ フォ ー ム の 力 の 吸収 また は 強度 に つい て の 要求 に 基づい て 決定 され る 。 連続 的 な 
複合 ファ イ バ は 炭素 ファ イ バ 、 フ ァ イ バ ガラ ス フ ァ イ バ 、Ar ami d( 商標 名 ) の よう 
な 芳香 性 ポリ アミ ド フ ァ イ バ 、 他 の ファ イ バ フ ィ ラ メン ト ま た は その 組合 せ を 含む こと が 
で きる が それ ら に 限定 され な い 。 連続 的 な 複合 ファ イ バ は 前 述 の 材料 を 含ん で いる スレ ッ 
ド 、 ト ウ ま た は ウェ ブ を 構成 する こと が で きる が それ ら に 限定 され な い 。 フ ァイル 、 ウ ェ 
ブ ま た は トウ は 接着 剤 、 熱 可 背 物 ま た は 熱 硬化 物 で 含浸 えさ れる こと が で きる 。 
【0009】 

例示 的 な 実施 形態 で は 、 側 壁 102 は 第 1 の エッ ジ 106、 第 2 の エッ ジ 108、 お よび その エ 
ッ ジ 間 に 延 在 する 側壁 110 を 含ん で いる 。 例示 的 な 実施 形態 で は 各 エ ッ ジ 106 と 108 は 実質 
的 に 側壁 110 か ら 離 れる よう に 垂直 に 延 在 す る フラ ンジ 112 を 含ん で いる 。 種々 の 実施 形態 
で は 、 NI TR MD 方 また は 双方 か ら 延 在 す る 単 一 の 先端 を 具 
備 し 、 他 の 実施 形態 で は フラ ンジ 112 は エッ ジ 106 お よび 108 の 一 方 また は 双方 か ら 反 対 方 
向 に 延 在 する 1 対 の 先端 を 具備 し て いる 

[0010)】 

例示 的 な 実施 形態 で は 、 プ レフ ォ ー ム 100 は 堅 定 な 自立 型 の 本 体 で ある 。 他 の 実施 形態 
で は こ か は ラル キシ グル み フ ジロ きま た は 繊維 の 形態 で ある 。 フ ァ イ バ また は 級 維 は 乾燥 
し た 炭素 、 エ ポキ シ ま た は 樹脂 で 含浸 され た 炭素 ファ イ バ 、 ま た は その 種々 の 組合 せ を 有 
する こと が で きる 。 

[0011】 
2 は ( 図 1 に 示さ れ て いる ) プレ フォ ー ム 100 に より 使用 され る こと が で きる 部 分 的 
に 組立 て られ た 装甲 シス テム 200 の 斜視 図 で ある 。 シ ステ ム 200 は 長 さ 204 と 幅 206 と 厚 さ 20 
8 を 有する 表面 シー ト 202 を 含ん で いる 。 図 2 で は 実質 的 に 長方形 と し て 示さ れ て いる が 、 
表面 シー ト 202 は 規則 的 また は 非 規則 的 な 形状 を 含ん だ 任意 の 形状 で あっ て も よい 。 例示 
的 な 実施 形態 で は プレ フォ ー ム 100 は 表面 シー ト 202 と 一体 的 に 形成 され て いる 。 プ レフ ォ 
ー ム 100 は 表面 シー ト 202 に 織り 込ま れ 、 ま た は そう で な けれ ば 表面 シー ト 202 と 共に 形成 
され る 。 表面 シー ト 202 は 織 ら れ た 炭素 ファ イ バ 、 炭素 ファ イ バ の シー ト ま た は 繊維 で 構 
成す る こと が で きる 。 表面 シー ト 202 は 真空 補助 樹脂 トラ ンス ファ ー モ ー ル ド ( VART 
M) プロ セス に 限定 され な い が そ の よう な 真空 プロ セス を 使用 し て 樹脂 また は エポキシ の 
注入 の た め の 乾 燥 繊維 を 含む こと が で きる 。 表面 シー ト 202 は 例え ば 樹脂 、 エ ポキ シ ま た 
は その 組合 せ を 事前 に 含浸 され て いる 有 炭素 の よう な ファ イ バ も 含む こと が で きる が それ に 
限定 され な い 。 

[0012]】 

シス テム 200 は 相補 的 に 対 に され て 結合 され て いる セル 104 内 の 1 以上 の 装甲 タイ ル 210 
を 含ん で いる 。 例示 的 な 実施 形態 で は 、 セ ル 104 は 実質 的 に 断面 が 六角 形 で あり 、 タ イル 2 
10 も 実質 的 に 断面 が 六角 形 で ある 。 ME 
セル 104 内 に 位置 され る 。 例示 的 な 実施 形態 で は 装甲 タイ ル 210 は 例え ば 炭化 ホウ 素 、 炭 化 
シリ コン 、 酸化 アル ミニ ウム 、 化 チタ ン I それ に 限定 
され な い 。 各 装 甲 タ イル 210 は 例え ば 弾丸 の 衝撃 お よび 隣接 する タイ ル の 破砕 時 に お ける 
大 き な カ に 耐え それ を 分 散 さ せる こと が で きる 装甲 の 複合 層 を 提供 する た め に 、 外 周 表面 
部 212 間 に 位置 する セグ メン ト プ レ フォ ー ム 100 を 通し て 隣接 する 装甲 タイ ル 210 の 外周 表 
面部 212 と 隣接 し て 結合 する た め の 外 周 表面 部 212 を 含ん で いる 。 プ レフ ォ ー ム 100 に よる 
隣接 する タイ ル 210 の 分 離 は 隣接 する タイ ル の 方 向 に 伝え られ る 力 の 吸収 を 促進 し 、 力 を 
他 の タイ ル 方 向 へ 分 散 す る こと を 容易 に する 。 


【001 3 
AR 

ある 。 例示 的 な 実施 形態 で は 、 シ ステ ム 200 は プレ フォ ー ム 100 に 結合 され る 第 2 の 表面 シ 

ー OER Zi 第 2 の 表面 シー ト 300 は 実質 的 に 第 1 の 表面 シー ト 202 に 類似 し て 
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いる が 、 第 2 の 表面 シー ト 300 は 種々 の 実施 形態 で は 第 1 の 表面 シー ト 202 と の 違い を 含む 
こと が で きる 。 例え ば 1 実施 形態 で は 前 述 し た よう に 、 プ レフ ォ ー ム 100 は 第 1 の 表面 シ 
ー ト 202 と 一体 的 に 形成 され る 。 さ ら に 表面 シー ト 202 と 300 は それ ら の それ ぞ れ の 役割 
対し て 最適 な 性 能 を 可能 に する た め に 異な る 材料 で 構成 する こと が で きる 。 例え ば ビー ク 
ル 上 の シス テム 200 の 配向 の た め に 、 表面 シ ー ト 202 は 表面 シー ト 300 よ り も 風雨 また は 自 
然 力 へ 赴 出 され る 程度 が 大 きい 可能 性 が ある 。 表面 シー ト 202 は 表面 シー ト 300 よ り 大きな 
UV 、 磨 耗 、 化 学 的 抵抗 を 必要 と する 可能 性 が ある 。 例示 的 な 実施 形態 で は 、 表 面 シ ー ト 
300 は 縫合 302 を 使用 し て 第 2 の エッ ジ 108 か ら 延 在 す る フラ ンジ 112 を 通し て プレ フォ ー ム 
100 に 結合 され る 。 別 の 実施 形態 で は 表面 シー ト 300 は 接着 剤 を 使用 し に て フラ ンジ 112 へ 結 
合 さ れる 。 

[001 24)】 

図 4 は ( 図 2 に 示さ れ て いる ) シス テム 200 に より 使用 され る こと が で きる プレ フォ ー 
ム 100 の セグ メン ト 400 の 縦断 面 図 で ある 。 例示 的 な 実施 形態 で は 、 プ レフ ォ ー ム 100 は 第 
1 の エッ ジ 106、 第 2 の エッ ジ 108、 側 璧 110、 フ ラン ジ 112 を 含ん で いる 。 タ イル 210 は タ 
イル 210 の 一 部 が フラ ンジ 112 に より カバ ー さ れる よう に 側壁 110( 明 膝 に する た め 図 4 で 
は ギャ ッ プ が 示さ れ て いる ) と 接触 する 関係 で 位置 され て いる 。 側壁 110 は 隣接 する タイ 
ル 210 間 に 緩衝 と 力 の 分 散 お よび 減衰 を 行う よう に 作用 する 。 タ イル 210 の 設置 期間 中 に フ 
ラン ジ 112 が 垂直 に 位置 され 、 タ イル 210 が セル 104 内 に 位置 され る と き フ ラン ジ 112 は タイ 
ル 210 の 一 部 を カバ ー す る た め に 側壁 110 に 垂直 に 折り 曲げ られ る よう に フラ ンジ 112 は 第 
2 の エッ ジ 108 で フレ キシ ブル で ある 。 第 2 の 表面 シー ト 300 は その 後 例え ば 縫合 また は 接 
着 を 使用 し て フラ ンジ 112 へ 結合 され る 。 

[0015)】 

組立 て 期間 中 、 プ レフ ォ ー ム 100 は 、 例 えば ロボ ッ ト ア ー ム を 含め た ピッ クア ンド プレ 
ー ス マシ ン を 使用 し て 自動 的 に セル 104 内 に タイ ル 210 を 位置 させ る こと を 容易 に する た め 
に 実質 的 に 剛性 また は 半 剛 性 で ある 。 タ イル 210 を セル 104 内 に 配置 し た 後 、 フ ラン ジ 112 
は 実質 的 に タイ ル 210 と ぴっ た り 揃 う よ う に 折り 曲げ られ る 。 第 2 の 表面 シー ト 300 は その 
後 フ ラン ジ 112 に 縫合 その 他 の 方 法 で 取付 けら れる 。 表面 シー ト 200 と 300 お よび プレ フォ 
ー ム 100 が 乾燥 し た 複合 材料 か ら 製 造 さ れる な ら ば 、 シ ステ ム 200 は さら に 真空 補助 樹脂 ト 
ラン ス フ ァ ー モ ー ル ド (VARTM) の よう な 真空 プロ セス を 使用 し て 樹脂 また は エ ポ キ 
シ を 注入 され る こと が で きる が 、 そ れ に 限定 され な い 。 別 の 実施 形態 で は 、 表 面 シ ー ト 20 
0 と 300 お よび プレ フォ ー ム 100 は 例え ば 樹脂 、 エ ポキ シ ま た は その 組合 せ に よっ て 予め 含 
浸 さ れ て いる 炭素 の よう な ファ イ バ で 形成 され る こと が で きる が 、 そ れ に 限定 され な い 。 
さら に 別 の プロ セス で は 含浸 され た 炭素 成分 の 硬化 プロ セス が 含ま れ て いる 。 
[001 6 )】 

図 5 は 例示 的 な 装甲 シス テム 200 の 斜視 図 で ある 。 硬化 後 、 表 面 シ ー ト 202 と 300、 プ レ 
フォ ー ム 100、 タ イル 210 は 堅 生 な 装甲 積層 体 を 形成 し 、 こ れ は さら に 所 望 の 寸法 に 一 致す 
る よう に 切断 また は 機械 加工 され る こと が で きる 。 

[0017)】 
図 6 は 一 連 の 駆動 輪 604 ま た は トラ ッ ク に 取付 けら れ た 車体 602 と 車体 602 上 の 砲塔 606 を 
含ん で いる 軽量 の 高い 移動 性 の ビー クル 600 の 斜視 図 で ある 。 車体 602 は スチ ー ル の 装甲 プ 
レー ト 608 か ら 構成 され て いる 。 複合 装甲 積層 シス テム 200 は ビー クル 上 の 領域 の 特別 な ビ 
ー ク ル の 外形 に 形成 され る こと が で きる 。 例示 的 な 実施 形態 で は 、 シ ステ ム 200 は プレ フ 
ォ ー ム 100 を 通し て 隣接 する 装甲 タイ ル 上 の 爆発 する ミサ イル か ら の エネ ル ギ の 吸収 を 行 
う 。 タ イル 210 に 隣接 する タイ ル に 加え られ た 力 は プレ フォ ー ム 100 を 通し て 隣接 する タイ 
ル へ 伝播 する こと に より エネ ル ギ が 弱め られ る こと が で きる 。 

[0018)】 

前 述 の 複合 装甲 積層 構造 の 製造 方 法 は 価格 が 効率 的 で 高い 信頼 性 が ある 。 その 方 法 お よ 
び シ ステ ム は 組み た て プロ セス 中 の 手 作 業 の 労力 の 減少 を 促す た め に 複合 プレ フォ ー ム を 
使用 する 。 プ レフ ォ ー ム は 硬化 され る と き 強 度 と タイ ル 間 の 力 の 吸収 と 、 広 い 領 域 に わた 
っ て 力 を 伝播 する よう に タイ ル 間 の 力 の 診 導 を 行う 複合 繊維 また は スレ ッ ド を 含ん で いる 
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。 し た が っ て 、 こ の 方 法 お よび シス テム は 価格 が 効率 的 で 高い 信頼 性 の ある 方 法 で 複合 装 
甲 積層 シス テム の 組立 て を 容易 に する 。 

【0019j 

説明 し た 実施 形態 は 種々 の 特定 の 実施 形態 に 関し て 説明 し た が 、 当 業者 は 説明 し た 実施 
多 態 が 特許 請求 の 範囲 内 の 変更 に よっ て 実施 され る こと が で きる こと を 認識 する で あろ う 


また 、 本 発明 は 以下 に 記載 する 態様 を 含む 。 
(態様 1 ) 
装甲 材料 の タイ ル を 受け る よう に 成形 され 、 前 記 第 1 の 表面 シー ト か ら 延 在 し 、 前 記 第 


1 の 表面 シー ト に 隣接 する 第 1 の エッ ジ と 、 側 壁 と を 具備 し 、 側 壁 は 第 1 の エッ ジ か ら 前 
記 側 壁 に 対し て 実質 的 に 垂直 に 延 在 す る フラ ンジ まで 延 在 し 、 さ ら に 前 記 第 1 の 表面 シー 


ト の 1 つの 領域 を 囲ん で いる プレ フォ ー ム と 、 
予め 定め られ た 形状 を 有 し 、 前 記 タ イル の 少な く と も 一 部 が 前 記 第 1 の 表面 シー ト と 前 


フラ ンジ の 間 に あ る よう に 前 記 プ レフ ォ ー ム 内 に 位置 され る 装甲 材料 の タイ ル と 、 
前 記 第 1 の 表面 シー ト と 反対 側 の 前 記 プ レフ ォ ー ム と タイ ル の 表面 を カバ ー す る 第 2 の 


ul 


表面 シー ト と を 具備 し て いる 装甲 シス テム 。 
(態様 2 ) 


前 記 第 1 の エッ ジ は 前 記 第 1 の 表面 シー ト と 一 体 的 に 形成 され る 態様 1 記載 の シス テム 


o 


(態様 3 ) 


前 記 第 1 の エッ ジ は 縫合 を 使用 し て 前 記 第 1 の 表面 シー ト に 結合 され て いる 態様 1 記載 


の シス テム 。 
(態様 4) 


載 の シス テム 。 
( 態様 5 ) 
前 記 プ レフ ォ ー ム 、 前 記 第 1 の 表面 シー ト 、 前 記 第 2 の 表面 : 
炭素 と エポキシ で 構成 され て いる 態様 1 記載 の シス テム 。 
( 態様 6 ) 
前 記 タ イル は セラ ミッ ク で 構成 され て いる 態様 1 記載 の シス テム 。 
( 態様 7 ) 
前 記 第 2 の 表面 シー ト は 前 記 フ ラン ジ を 使用 し て 前 記 プ レフ ォ ー ム に 縫合 され て いる 態 


NN 


ー ト の 少な く と も 1 つ は 


様 1 記載 の シス テム 。 
態様 8 ) 


反対 方 向 に 延 在 し て いる 態様 1 記載 の シス テム 。 
態様 9 ) 
前 記 シ ステ ム は さら に タイル 、 デ レア ォ オー ム 、 第 1 の 表面 ジー ト 。 第 2 の 表面 シー ト 内 
た は その 間 の 空隙 に 注入 され て いる 樹脂 を 有する 態様 1 記載 の シス テム 。 
態様 1 0 ) 
第 1 の 表面 シー ト を 提供 し 、 
第 1 の 表面 シー ト と 一 体 の プレ フォ ー ム を 形成 する か また は 成形 され た プレ フォ ー ム を 


MAD 


へ 


前 記 フ ラン ジ は 第 1 お よび 第 2 の 先端 部 を 具備 し 、 前 記 フ ラン ジ の 前 記 先 端 部 は 互い に 


第 1 の 表面 シー ト に 結合 する か の 少な く と も 一 方 の 処理 を 行い プレ フォ ー ム (100) 
は 第 1 の 表面 シー ト ( 2 0 2 ) の 表面 か ら 未 端 エ ッ ジ ( 1 0 8 ) まで 延 在 し 、 プ レフ ォ ー 
ム ( 1 0 0 ) は 該 表 面 の 1 つの 領域 を 囲ん で お り 、 

プレ フォ ー ム に より 囲ま れる 領域 内 に 装甲 材料 の タイ ル を 配置 し 、 


プレ フォ ー ム の 側壁 の 未 端 エ ッ ジ か ら フ ラン ジ を 形成 し 、 フ ラン ジ の 先端 部 の 少な く と 


も 一 部 は 実質 的 に 表面 に 平行 に 延 在 し て タイ ル の 少な く と も 一 部 を カバ ー し 、 
プレ フォ ー ム と タイ ル が 第 1 お よび 第 2 の 表面 シー ト 間 に 挟 まれ る よう に 第 2 の 表面 シ 
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ー ト を フラ ンジ へ 結合 する ステ ッ プ を 含ん で いる 方 法 。 
( 態様 1 1 ) 


オー a LE LAR 対し て 相補 的 


(態様 1 2 ) 
さら に 、 上 真空 を 使用 し て 、 樹 脂 を 積層 体 に 注入 する ステ ッ プ を 含ん で いる 態様 1 0 記載 


の 方 法 。 
( 態様 1 3 ) 
A 第 1 の 表面 シー ト 、 第 2 の 表面 シー ト の 少な く と も 1 つ は 樹脂 を 予め 含 


され た 炭素 繊維 で 構成 され 、 方法 は さら に プレ フォ ー ム 、 第 1 の 表面 シー ト 、 第 2 の 表 


5 ごい の が 5 こども な やど つけ プ ジ な の で に : 吉 所 
( 熊 様 1 4 ) 
成形 され た プレ フォ ー ム の 第 1 の 表面 シー ト へ の 結合 は 、 プ レフ ォ ー ム を 第 1 の 表面 シ 


ー ト へ 縫合 する ステ ッ プ を 含ん で いる 態様 1 0 記載 の 方 法 。 
RR 
第 2 の 表面 シー ト の フラ ンジ へ の 結合 は 、 第 2 の 表面 シー ト を フラ ンジ へ 縫合 する ステ 


ッ プ を 含ん で いる 態様 1 0 記載 の 方 法 。 

( 態様 1 6 ) 

ビー クル の 車体 と 、 

どこ 甲 シ ステ ム と を 具備 し 、 前 記 装 甲 シ ステ ム は 、 
相互 に 関し て 平行 に 配向 され て いる 複数 の 表面 シー ト と 、 
i RR お 2 の 表面 まで 


延 在 し 、 前 記 第 1 お よび 前 記 第 2 の 表面 シー ト を 接合 する 成形 され た プレ フォ ー ム と 、 


前 記 第 1 お よび 前 記 第 2 の シー ト と 前 記 プ レフ ォ ー ム と の 間 に 挟 まれ た 装甲 材料 の 複 


数 の タイ ル と を 具備 し て いる 装甲 ビー クル 。 
( 態様 1 7 ) 
前 記 プ レフ ォ ー ム は 前 記 第 1 の 表面 シー ト に 隣接 する 第 1 の エッ ジ と 、 側 璧 と を 具備 し 


、 前 記 側壁 は 第 1 の エッ ジ か ら 前 記 側 壁 か ら 実 質 的 に 垂直 に 延 在 する フラ ンジ まで 延 在 し 


て いる 態様 1 6 記載 の ビー クル 。 
( 態様 1 8 ) 


前 記 プ レフ ォ ー ム は 少な く と も 1 つの タイ ル の 周縁 を 囲ん で いる 態様 1 6 記載 の ビー ク 


~~ 


レ 。 
( 態様 1 9 ) 


前 記 プ レフ ォ ー ム は 複数 の タイ ル の 周縁 を 囲ん で いる 炭素 繊維 の 複数 の パス を 有する 熊 


様 1 6 記載 の ビー クル 。 
( 態様 2 0 ) 


前 記 プ レフ ォ ー ム は 前 記 第 1 の 表面 シー ト と 一 体 に 形成 され て いる 態様 1 6 記載 の ビー 


ル 。 


クル 。 

【 男 の 簡 単 な 説明 】 
[0020]】 

【 図 1 】 本 発明 の 1 実施 形態 に A NE 
【 図 2 】 図 1 に 示さ れ て いる プレ フォ ー ム に より 使用 され る こと が で きる 部 分 的 に 組立 て 
られ た 装甲 シス テム の 斜視 図 。 
【 
【 
メ 
【 
【 


= 


図 3 】 図 2 に 示さ れ て いる 部 分 的 に 組立 て られ た 装甲 シス テム の 別 の 斜視 図 。 
図 4 】 図 2 に 示さ れ て いる シス テム に より 使用 され る こと が で きる プレ フォ ー ム の セグ 
ント の 縦断 面 図 。 
図 5 】 図 1 - 4 に 示さ れ て いる 例示 的 な 装甲 シス テム の 斜視 図 。 
図 6 】 車体 を 含ん で いる 軽量 で 高い 移動 性 の ビー クル の 斜視 図 。 
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